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研究成果の概要（和文）：2010年に実施した11万人の高齢者を対象とした全国調査：日本老年学的評価研究
（JAGES）をもとに、2013年、2016年に追跡調査を実施し3時点パネルデータを構築した。また、死亡および新規
要介護認定の有無情報を付加したコホートデータ、住民健診の結果付加データ、介護給付・認定データの利用に
よる要介護状態の変化を追跡できるデータを整備した。これらを活用して日本やアジアのコンテクストを踏まえ
た高齢者の健康の社会的決定要因に関する検証を進め、100編以上の原著論文を報告した。地域のソーシャルキ
ャピタルの健康保護効果は、個人の社会関係や生活困窮の状況、災害発生の有無等により異なることなどがわか
った。

研究成果の概要（英文）：We created 3-wave panel data using the survey data taken in 2010, 2013, and 
2016 based on the Japan Gerontological Evaluation Study. The study followed up more than 100 
thousand older adults in Japan every three year. We merged the panel data with national death 
registry and municipal data of public long-term care insurance payment and certification. With this 
data we could evaluated the trajectories in functional capacity and long-term care service 
utilization. Using these data we conducted various empirical analyses on the social determinants of 
health of Japanese older adults and published over 100 original articles. For example, the health 
effects of community social capital varied across individual socioeconomic statuses and the onset of
 natural disasters. 

研究分野： 社会疫学・公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
数万人規模の社会生活と健康情報が含まれており、それが他時点で測定されている高齢者のデータとしては世界
有数のデータであり、ウェブサイトにデータ利用申請窓口を設置するなど一定の条件下で研究者が利用できる。
今後多様な研究者が利用して実証が進む可能性がある。研究成果は、厚生労働省（日本における高齢者の地域づ
くり型の介護予防施策等）・経済産業省・国土交通省・内閣府・スポーツ庁等の施策検討資料に引用されるな
ど、多方面の施策に反映された。世界保健機関からはknowledge translationの好事例として書籍出版された。
健康な社会環境を整備していくための科学的情報基盤として今後も発展させていく。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

健康の社会的決定要因：social determinants of health（SDH）にアプローチする公衆衛生活動

が重視されてきている。しかし、日本の高齢女性では低所得といった社会的リスクの健康影響

があまり見られないなど、日本社会では、欧米を中心に蓄積されてきた既存の社会疫学の知見

の再現性が低く、欧米産の理論の適合性に限界がある。申請者らは、2010 年に SDH に関する

高齢者全国調査（JAGES）を実施し、11 万人の回答を得た。 

 

２．研究の目的 

この追跡研究により 3 時点パネルデータを構築し、精度の高い因果推論を行うことで、日本

やアジア諸国のコンテクストに適合した日本発の新しいエビデンスを構築すること。 

 

３．研究の方法 

2013 年度に、JAGES パネル調査第 2 wave を予定通り終了し、回収数は 138,293 で回収率は

70.8％であった。これまでに、2010 年、2013 年のデータを個人単位でリンケージし、パネルデ

ータ（N=6.2 万）、2010 年データにその後 3 年間の死亡および新規要介護認定の有無情報を付

加したコホートデータ、2010 年データに住民健診のデータを付加（N=1 万）2006 年から 2013

年までの 3 時点パネルデータ、介護給付データ・認定データの利用による要介護状態の変化を

追跡できるデータ、そのためのソフトを開発してデータを整備した。2016 年度に 40 自治体を

対象とした大規模追跡調査を実施し、3 時点パネルデータを構築した。これらのデータを用い

て、実証分析を進めた。 

 

４．研究成果 

主に次のような知見を得た。少年期の社会経済状況や身長が老年期の身体活動能力を予測し

た。社会参加とメンタルヘルスの関係が、男女で大きく異なることがわかった。ソーシャルキ

ャピタルが高い地域ほど、要介護になりにくいこと、男女でその効果が違うことが示された。

操作変数法を用いて、高齢者のサロン活動への参加が要介護リスクを半減する可能性を示した。

社会の分断傾向が強い地域の居住者ほど、抑うつリスクが高いことが示された。個人の所得水

準などにかかわらず、周囲の人々一人一人と自身の所得との差が総和の平均値（イツザキ係数）

が大きい、つまり相対的はく奪度が大きいほど、男性でのみ、循環器疾患による死亡リスクが

上昇する一方、がんによる死亡リスクは上がらなかった（日本人の男性では、女性に比べて所

得や物質的豊かさの違いによる心理的ストレスが健康面で大きく影響を与える可能性が示され

た。孤食（一人で食事をすること）と抑うつ等の発生との関係が、男性の独居者で特に高く、

日本の高齢者特有のジェンダー役割の関与が示唆された。笑いの頻度と脳卒中等のリスクが男

女問わず関係していること等の結果が広く報道された。孤食（一人で食事をすること）と死亡

との関係が、男性の独居者で特に高いこと、幼少期の社会経済状況が現在の社会経済状況とは

独立して死亡リスク・要介護リスクと関連すること、かつ関連が日本に特異的であることが明

らかになった。３２自治体を対象とした疑似介入研究により、自治体職員に対して地域診断デ

ータの活用法や部署間連携の推進のための伴走型支援が、自治体の保健師の職務上のソーシャ

ルキャピタルの向上・男性高齢者の地域活動参加の増加・男性高齢者の死亡率の低下と関連し

た。 
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